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ルポ『ソロモン諸島 ～戦跡によりそう人々～』 

2022 年度執筆活動報告 

 

成田 吉希（2 年目） 

2023年4月14日 

担当教員：川本 思心 

目的と背景 

2022年度はCoSTEP研修科2年目として、前年度に整理したデータや執筆方針（成田 2022）をもとに、ソロ

モン諸島の戦いの戦跡とその傍で生活する現地の人々に関するルポの執筆に取り組んだ。ルポの作成には、現地

の空気感や当時感じていたことを残して自身の考えを整理し、結果として同地に関心を持つ人が少しでも増やす

ことができればと思い取り組んでいる。本報告書では、こうした目的にも照らし合わせて 1年間の活動を振り返

った。これにより、完成に向けて見通しを立てて、スパートをかけるきっかけとしたい。 

 

報告書構成 

本報告書では、1章「年間スケジュール」で1年間の活動を整理し、2章「活動内容」にて活動結果について振

り返った。また、最後の3章「まとめと展望」では、まだ手をつけることができていない項目を簡単に整理し、

もし次年度にてCoSTEP研修科 3年目が認められた際の展望を記した。 

 

1. 年間スケジュール 

以下の活動を行なった（表1）。なお、科学技術コミュニケーション研究室川本グループのゼミ及び大学院授

業科学技術史特論では、担当以外の発表にも参加している。 

 

表 1 2022年度活動概要 

ゼミ 活動内容 

前期 

2022/5/20  (金)   研究ゼミ・自己紹介 

6/3  (金)  ルポの内容紹介 

6/30  (木)  第3章「ビル村戦争博物館とシルビアさん」推敲 

7/6   (水)  科学技術史特論1 輪読担当 

7/28 (木)  第2章「遺骨調査団と現地協力者」推敲 

後期 

10/14 (金)  第4章「マタニコ川流域アドベンチャー」推敲 

11/4 (金)  第5章「ツラギ島の戦争遺産と水先案内人」推敲 

中間発表の発表資料の検討 

11/19 (土)  研修科中間報告会 

2023/1/27 (金)  第7章「不発弾がそばにあるということ」推敲 

3/5  (土)  修了式研修科ポスターセッション 

 

 
1 前期大学院授業。担当教員は川本。週に1度の授業にオンラインで参加した。詳細は2.4を参照。 
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2. 活動内容 

2. 1 科学技術コミュニケーション研究室ゼミ 

前期・後期ともに各3回（計 6回）、ルポの素案を発表した。発表の機会ごとに1章分の素案を提示し、ゼミ

参加者に感想や文章に関するアドバイスをいただいた。Google Documentで共有してコメントも記載するシステ

ムとしたため、フィードバックを文章の校正にそのまま生かせるのが便利であった。 

反省点としては、ルポの内容と史実を分けて記載するなど、昨年からもらっていた助言を反映できなかった

ことがある。これに対しては、戦跡にまつわる戦史についてまとめられている『ガダルカナル島戦 80年ガイド

ブック』（全国ソロモン会 2022）が非常に発行されており、参考文献として利用したい。また、後述する修了

式ポスターセッションで、概観を整理することができたため、ゼミ発表毎に１章ずつ作成していくのではなく、

章ごとの関係性など完成を意識して、できれば前期のうちに一度、全体を作成したい。そのためにも前期 3度の

ゼミを有効活用できたらと考えている。 

 

2. 2 研修科自主中間発表 

11月に研修科の参加者4名で自主的な中間発表を

行なった（図1-3）。全体的には、2022年度の研修

科は、3年目１名、2年目3名の構成であったため、

研修科の広報も兼ねた発表会を意識した。また、ト

ピックの多様性と異なる場所（札幌、神奈川、北九

州、マーシャル）に特徴があったため、そうした特

徴が伝わるように工夫した。 

個人の発表に関しては、現在ほぼ完成している三つの章の素案に参加者を誘導してコメントをもらえたらと

考えていたが、結果的にコメントは 1名からのみしか得られなかった。ゼミ以外で文章を読んでもらい、フィー

ドバックを得ることの難しさを感じた。一方で、プレゼンテーションはGoogle Documentを利用したため、

YouTubeやGoogle Photoとの互換性が高く、資料に動画を組み込むなどを試みることができた。また、4名全員

が中間発表経験者であったため、コストがかからないように協力して準備ができた。 

 

図1 中間発表 ラインアップ 

図3 発表プレゼンテーション抜粋② 図 2 発表プレゼンテーション抜粋① 
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2.3 2022年度修了式 ポスターセッション 

修了式（北海道大学CoSTEP 2023）では中間発表の反省から、文章よりもビジュアルに訴えるように写真を

多用し（図4）、フィードバックの仕組みもその場でコメントを付箋に残す形にした。また、章立てに沿ってル

ポの概観がわかるようにポスターを作成したため、自身の目指すルポの全体像を整理することができた。 

フィードバックについては、日本の負の歴史にどう向き合うかという点と、不発弾が今なお現地に影響を与え

ている現状についてコメントが多かった（図5-7）。本来、ルポを作成する目的に、太平洋戦争を通じた歴史的

関係性という切り口をきっかけにソロモン諸島について関心を持ってほしいとの思いもあった。しかし、そうし

た狙いに沿った回答は得られなかったことから、よりそう人々についてきめ細やかに描写できていない点など今

後どのように挽回するかは反省の余地を感じた。なお、ポスターセッションの現場には赴くことができなかった

ことから、研修科の同期やゼミの仲間に準備を助けてもらった。とてもありがたく、感謝したい。 

戦跡によりそう人々 概観

Chapter 10 終わりにかえて

Chapter１ソロモン諸島への入り口
ホニアラ国際空港（旧ヘンダーソン飛行場、ルンガ飛行場）

Chapter２遺骨調査団と現地協力者

Chapter３ビル村戦争博物館とシルビアさん

Column１休日の過ごし方

Chapter４マタニコ川流域アドベンチャー

Chapter５ ツラギ島の戦争遺産と水先案内人

Column２中国の進出について

Chapter６マークワース兄弟の作業場

Chapter9 よりそう人々の系譜

Chapter8 広がる辺境 ニュージョージア諸島

Chapter７不発弾がそばにあるということ

ソロモン諸島の戦い時間的・空間的広がり

CoSTEP18期研修科 (2年目 )・川本ゼミ
成田 吉希

ソロモン諸島は南太平洋の島国で、第二次世界大戦で日米の両軍が激しく激戦を交えた戦場が数々ある。
2019年から2021年にかけ、現地で仕事をする傍らで訪問した戦跡について当時感じたことを、現在ルポとして
残すことに取り組んでいる。このポスターはその外観を写真を中心にまとめたものである。何かしらこの地に関
心をよせてもらえるきっかけになれば幸いである。

1942年8月7日、日本がほぼ完成していたルンガ飛行場を米軍が占領。その後、制空権の基盤となる同地
を巡って激しい攻防が行われた、いわば始まりの地である。空港ターミナルの側には連合軍の慰霊碑が中
心に立つ、緑豊かな庭園がある。ガダルカナルの戦いに参加した部隊の銘板を根元に携える木々が強烈
な日差しを遮ぎり、神聖さと涼しさを感じる場所だ。また、当時の物見櫓や防空壕も近場に残存している。

2019年9月に中国と国交樹立。ソロモン経済は、もともと中華系ソロモン人に支えられていることもあり、
中国大使館の取りえる手段は多いと感じた。写真:①中国大使館、②③中国業者が関与するママラ首
都圏開発計画。ソロモン政府公務員の住宅地となる予定。

インターネットの配線が居住地まで伸びていないため、ネット環境があるカフェは貴重。休みは入り浸っ
てました。また、海で泳ぐことも。写真は輸送船、鬼怒川丸。1942年10月米軍の攻撃を受けながら軍事
物資や兵士を揚陸。今は、多くの魚や珊瑚の住処となっている。

太平洋戦争で残された不発弾は今なお、ソロモン諸島に影を落としている。2021年5月9日、街に爆発音

が響き渡った。被害者は教会のチャリティー活動で調理のために地面に火を起こした若者であった。ソロ
モン諸島では各地に80年前の戦争で投下された爆弾や手榴弾などが存在する。日本も近年不発弾処理
能力向上に係る支援を行なっているが、現在進行形の問題であることはあまり知られていないように思う。

2019年7月、戦没者遺骨収集事業として現地で活動していた現地調査派遣団の活動に参加させていた
だいた。参加といっても、足手纏いにならないように密林の中で佇むのがやっとであった。調査には、遺
骨収集に精通した現地協力者の存在が欠かせない。調査団と現地協力者の長年の協力関係が遺骨
収集だけでなく、日本とソロモンの架け橋となっているように感じた。

首都ホニアラから車で40分ほどの場所にあるビル村戦争博物館。航空機や戦車が野外に当時のまま展示
されている。博物館を訪れると管理人兼ガイドのシルビアさんがどことなく現れ、一つ一つの展示品につい
て説明してくれる。かってこの地を訪れた退役軍人や有識者から学んだ知識だという。最後に訪れた時は
コロナで国境封鎖中で園内には雑草が生い茂っていた。寂しそうに神様が休みなさいといっているんだね
と言っていたのが印象的だった。

ルンガ戦争博物館では一式陸攻や零戦の機体が複数あり、ヨゲシュ・マークワース氏（弟）によって復元作
業が行われている。野外には無造作に太平洋戦争の大きな航空機が置かれており、容赦なく照りつける
日射と相まって、何か風立ちぬあたりのジブリ映画の世界に迷い込んだ気がした。また、カート・マークワ
ース氏（兄）が住宅の一角に設けるロベ戦争博物館にも遺留品が多く保管されていた。促されて日本軍の
銃剣を持った。思ったよりも非常に重く、担いだ人々の困難さを想ったとともに、銃先が米兵に向けられた
事実に心を律せざるえなかった。

ホニアラ国際空港から西に10キロほど進むと、都心に入る手前でマタニコ川に面する。この川の両岸に日
米それぞれ陣を構えて激しい命のやりとりが行われた時期があった。現地コミュニティーが提供するツアー
に参加した。かっての戦地の丘を越え、森をくぐり、川をわたる経験は当時を追体験している気分で最高で
あった。しかし、最後に同行者の財布の中身をガイドに抜かれて一気に現実に引き戻された心地がした。

首都ホニアラから北方の内海（アイアンボトムサウンド）を望むと空と海の境に島が見える。ツラギ島はその
一部で、戦前には英国保護国の首都であった。日本はこの地を1942年5月に占領。その後、同年8月7日
に米軍による激しい攻撃を受けて9日に占領される。時を同じく攻撃されて占領されたルンガ飛行場と違い、
横浜海軍航空隊などの基地となっていたため、日本軍はほぼ全員が戦死するほど徹底的な攻撃を受けた。

ソロモン諸島
ガダルカナル島の戦い

フロリダ諸島の戦い

ニュージョージア諸島の戦い

ブーゲンビル島の戦い

ガダルカナル島の戦いが有
名であるが、実質6ヶ月ほど

で、ソロモン諸島の戦いはそ
の後もニュージョージア諸島、
ブーゲンビル島と終戦（1945

年8月）まで続いた。
これらの地域にも航空機や
戦車などの戦争残留物が多
く残されているが森林伐採の
際に処分されたり、鉄材とし

て売られたり、違法なコレクタ
ーにより持ち出されたりする
などで徐々に姿を消しつつあ
るという。

ガダルカナル島の戦いの後、場所を変えてニュージョージア諸島の戦い行われた。この戦いはガダルカ
ナル島の戦いと反対に、日本がムンダ飛行場を守り、米軍が攻める形となった。現在のムンダ空港周辺
では今なお、ご遺骨が多く見つかる。この地にはかって、大洋漁業がマグロの加工工場を持っていたため、
日本人も多く在住していた。しかし2000年前後の民族紛争をきっかけに撤退してしまい、住む人や環境は
変わらないのに、日本人で同地を知る人は減り、辺境は広がっているのではと感じた。

北野メンダナホテルで働きながら個人でガイドも行うフランシス
さん。ソロモン諸島での戦地めぐりに欠かせないキーマンだ。
コカンボナ村の慰霊碑を伺った際に、民家の裏にフランシスさ

んの師匠のお墓があると話してくれた。故マイケル・リリアウ氏は戦後、遺骨収集や慰霊事業が始まった
時期にソロモン側で中心となってくれた人物だという。慰霊碑の清掃をするフランシスさんを見て、よりそう
どころか自分ごととして取り組んでくれているソロモン人の系譜を感じた。

太平洋戦争を経験した方々が僅かになり、日本では次世代にどう歴史を伝えていくかは正解がない課題
となっている。一方で、太平洋島嶼国を中心とした国々ではその痕跡が当時のまま残っていることが多い。
当然ながら戦跡の傍らには現地の人々の生活があり、中には生活の一部としてよりそってくれている人も
いる。こうした戦跡によりそう人々のことを知り、これからの関わりを考えることで、こうした問題に対するヒ
ントがあるのではないか。そういう意味で終わりにかえて何ができるか、自分自身も含めて考えるきっか
けなればと考えている。

約5,500km

マーシャル諸島 パプアニューギニア

図4 発表ポスター 

図6 フィードバックの様子② 図5 フィードバックの様子① 図 7 フィードバックの様子③ 
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2.4 科学技術史特論 

 2022年度前期の科学技術史特論に参加したことは研修科での新しい試みであった。滞在するマーシャルが時

差で日本より 3時間進んでいたことで授業に加わることが可能になった。授業には留学生も履修していたため、

語学という自分の仕事の特殊性が生きたのは新鮮であった。また、CoSTEPに関わりながら、科学技術コミュニ

ケーションに関する書物を精読したことがなかったため、課題図書の『我々みんなが科学の専門家なのか』Hコ

リンズの輪読に加われたことは、本の読み方を再確認するためにも有益であった。さらに個人的なことである

が、イースト・アングリア大学で勉学に勤しんだ時期があったため、クライメイトゲート事件についての分析は

興味深買った。また仕事で技術協力などの現場にも関わっていたため、暗黙知や専門知などの整理は専門用語の

理解を深める上で勉強になった。加えて、同書に関するキーワード解説集（科学技術史特論 2022・川本思心編 

2022）というアウトプットを行なったことも、同書の理解を深める上で有効であった。 

 

3．まとめと展望 

2022 年度CoSTEP 研修科では、前年度に執筆した第1章に続く形で、第 2章、第3章、第 4章、第5章、第

7章の素案を作成した。また、修了式で全体の構想を固めたところ、全体では 10章とし、コラムもふたつほど

設ける予定となっている。よって、手をつけていない章は第 6章、第8章、第9章、第10章とコラムとなる。

さらに過去に作成した素案も完成度は区々である。しかし、もし 2023年度CoSTEP研修科を受講できることに

なった場合は 3年目であるため基本的には最終年度となるため、完成に向けたスピードアップが求められる。幸

い全体構想がある程度固まっており、1章を書くのに必要な時間や段取りもこれまでの経験からわかるようにな

っている。従って、次年度で完成するために、前期の3度のゼミで一旦、全体を記載しきるようにしたい。その

上で全体の推敲を行いつつ、最終的なアウトプットの検討や実現に向けた各所への許可（特に遺骨調査団）など

の手続きを後期に行う必要があると考えている。CoSTEP研修科の残りの期間を大事にしつつ、これまでに支え

てくれて自身が現場で感じたことを読みたいと言ってくれたゼミの方々の期待に答えるためにも、イメージや計

画を持って完成に向けてやりきりたいと考えている。 
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